
アクションプラン対象施策の全体概要

重点対象 提案数
特定施策数

概算要求額
単独 大括り化

うち、要望額

Ⅰ クリーンで経済的なエネルギーシステ
ムの実現 81 35

約1,284億円 約111億円
21 33→14

Ⅱ 国際社会の先駆けとなる健康長寿社

会の実現 ※ (25) 7
約884億円 約275億円

‐ 25→7

Ⅲ 世界に先駆けた次世代インフラの整備 70 15
約571億円 約387億円

5 46→10

Ⅳ 地域資源を‘強み’とした地域の再生 34 15
約313億円 約134億円

10 20→5

Ⅴ 東日本大震災からの早期の復興再生 33 26
約298億円 約61億円

25 2→1

計 243 98
約3,351億円 約968億円

61 126→37

○ 9府省庁98施策を対象施策として特定。（うち、37は大括り化された施策群）
○ 概算要求額は、約3,351億円

※医療分野については、健康・医療戦略推進本部の一元的な予算配分調整の下で取りまとめられた府省連携プロジェクト
をアクションプラン対象施策とした。

四捨五入の関係で、合計は一致しない。
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詳細工程表より（数値目標等も記載）

絵

着床式システム実証
2MW級：経産省

浮体式システム実証
2MW級：環境省

浮体式大型システム実証
7MW級：経産省

直径 約80m

直径 約160m

このイメージは、現在表示できません。

AIRBUS A380
全幅 約80m

アクションプラン対象施策の具体例
Ⅰ クリーンで経済的なエネルギーシステム の実現

革新的技術による再生可能エネルギーの供給拡大 （洋上風力発電システム）

経産省、環境省により、将来的な洋上風力発電の普及拡大に向けて、着床式洋上風力発電システム、
浮体式洋上風力発電システム、超大型風力発電機等の開発・実証を多角的に推進
○浮体式・着床式洋上風力発電実証機を設置・運転する実証事業を実施
○超大型風力発電システム（7MW）向けのコンポーネント技術の開発を実施

2013 2014 2015 2016 （2020以降）

浮体式洋上⾵⼒
発電の実⽤化
（2018年頃まで
の商業化）

中間目標、アウトカム

実証事業の加速・連携浮体式洋上風力発電

超大型風力発電 研究開発・実証

事業性の検証等

実証事業着床式洋上風力発電 実用化

実用化

直径 約90m
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